
Ｅｘｃｅｌ用 

ＲＳ２３２Ｃ通信データ収集プログラムシート 
 

取扱説明書 
 

ご使用前に必ずお読み下さい 
利用規約 
「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」のご利用に際しては以下の利用条件をよくお読み下さい。 
お客様が「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」を使用されると、以下の条件に同意したものとみなします。 
１．使用権利等 
弊社は利用者に対し、「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」を弊社製品においてのみ使用する事を許諾します。 
ただし、「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」及びその関連の書類に関する著作権などの一切の権利は、株式

会社アトニックが所有しています。 
２．制限 
Ａ．「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」の改変、改ざん、抜粋等の行為を一切禁止します。 
Ｂ．利用者が「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」の変更等を行い、何らかの欠陥が生じたとしても、当社で

は一切の責任を保証致しません。全て利用者の責任となります。 
Ｃ．「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」の転載、配布、販売等の行為は一切禁止します。 

３．免責事項 
Ａ．「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」のダウンロード、インストール及び利用は利用者の判断と責任で行

なってください。ダウンロード、インストール時に問題が起きた場合でも、弊社は一切の責任は負

いません。 
Ｂ．「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」の利用に関して、利用者または第三者に生じた損害に付いては利用

者がその全ての責任を負うものとし、当社はいかなる責任も負わないものとします。 
Ｃ．「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」の不具合、不備等が有っても当社は、修正、訂正する義務は負わな

いものとします。 
４．「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」及び利用規約の変更等 
「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」及び利用規約の変更は、予告無く変更することが有ります。 

５．利用権利の取り消し 
利用者が利用規約に違反した場合、自動的に終了致します。 
速やかに「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」を破棄又は削除してください。 

６．その他 
「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」を海外に持ち出される場合、日本国内外の輸出管理に関する法規を遵守

してください。 
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１．はじめに 
このたび、デジタルトルクチェッカー並びにデジタルフォースゲージ用Ｅｘｃｅｌシート 
「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」をご利用いただき有難うございます。 
本取扱説明書は「ＲＳ２３２Ｃ－ＣＯＭ」（以下、「本Ｅｘｃｅｌシート」と言います）の操作説明をま

とめたものです。 
 
２．概要 
本Ｅｘｃｅｌシートは、弊社デジタルトルクチェッカー並びにデジタルフォースゲージの RS232Cイン
ターフェースを使用しデータをエクセルに取り込むプログラムです。 
Ｅｘｃｅｌシートに取り込んだデータをエクセルの計算、グラフ機能を使ってお客様の好きな様に加工

することができます。 
 
３．構成 
 
 

 
 
 

 
 

デジタルフォースゲージ 
ＡＲＦシリーズ 

デジタルトルクチェッカー 
ＡＤＴ－Ｃシリーズ 

ＲＳ232Ｃ接続ケーブル

ＫＣ－２１０ 

ＤＯＳ/Ｖ互換機 

（RS232C ポート付き） 

Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰ 

Ｅｘｃｅｌ 2000、2002 

 



※ 測定中にデジタルフォースゲージ、デジタルトルクチェッカーの電源をＯＦＦしたり、ケーブルを

抜き挿しをしないでください。故障の原因になります。 
※ ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ、WindowsVista、Ｅｘｃｅｌ２０００、及びＥｘｃｅｌ２００２は米国マイクロ
ソフト社の登録商標です。 

※ RS232Cポートの無いパソコンと接続される場合は別途変換器又は変換ケーブルが必要となります。 
推奨品「シグマＡ・Ｐ・Ｏシステム販売株式会社製 ＵＳＢ－ＲＳ２３２Ｃコンバータケーブル  
ＵＲＳ２３２－２」 

４．前準備 
・ デジタルフォースゲージ（ＡＲＦシリーズ）又は 

デジタルトルクチェッカー（ＡＤＴ－Ｃシリーズ）を準備してください。 
・ ＲＳ２３２Ｃ接続ケーブル（ＫＣ－２１０）を準備してください。 
（オプション品ですので、事前に購入して下さい。） 

・ 以下のパソコンをご用意ください。 
・ ＤＯＳ／Ｖ互換機（ＲＳ２３２Ｃコネクタ付き） 
① ＯＳ：WindowsＸＰ、WindowsVista 
② Ｅｘｃｅｌ２０００ 

５．セットアップ 
本Ｅｘｃｅｌシートと取扱説明書を弊社ホームページのダウンロードページより、 
任意のフォルダにダウンロードしてください。 
※ ホームページアドレス：http://www.attonic.co.jp/ 
※ 圧縮ファイルですので解凍ソフトにて解凍してください。 
（ダウンロードした取扱説明書を必ずお読みください。） 
６．プログラムの起動. 
上記構成図の様にデジタルフォースゲージ又はデジタルトルクチェッカー（ＡＤＴ－Ｃシリーズ）と 
ＲＳ２３２Ｃ接続ケーブル（ＫＣ－２１０）とパソコンを接続してください。 
・ ダウンロードした、本Ｅｘｃｅｌシートと取扱説明書をよく読んで、ご理解、ご承諾頂けた方

は本Ｅｘｃｅｌシートと取扱説明書を別途ホルダにコピーしバックアップを保存して下さい。 
・本Ｅｘｃｅｌシート（下記アイコン）をダブルクリック（開く）して頂ければプログラムが起動

します。 

 
・下記ウインドが表示されますので、「マクロを有効にする」ボタンをクリックしてください。 

 

 



・下記の様にウインドが表示がされます。 
（注意）ウインドが小さい場合は見安い様に大きさを変更して下さい。 

 
・下記の表示でしたら下記噴出しの「Ｄａｔａ」タブをクリックしてください。 
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・下記の「ＳＴＡＲＴ」ボタンをクリックしてください。 

 
 
・下記のウインドが表示されますので、「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 

 

 
・下記の様に画面が表示され、セルのＡ６にカーソルが移動します。 

 

 
 
 



・構成図の様に接続が出来ていれば、デジタルトルクメータまたはデジタルフォースゲージの“Ｄ”ボ

タンを押してください。 
・正常な接続が出来ていれば、データが入力されます。 

  
又は 

 
 
 
 
 
 
・測定を終了する時は下図の「ＥＮＤ」ボタンを押すと終了となります。 

 
 
 
・終了時、データを保存する場合は、Ｅｘｃｅｌシートを必ず別の名前を付けて保存してください。 
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７．各種設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ：終了指示・・・何も記入しないでください。「ＥＮＤ」ボタンを押すと「ＥＮＤ」と記入され測定

が終了します。 
 
Ｂ：利用するポートの番号・・・使用するＣＯＭポートを設定します。初期値はＣＯＭ１です。 
 
Ｃ：使用条件・・・ＲＳ－２３２Ｃ通信の設定を記入します。通信速度、パリティ、データービット、

ストップビットの順に設定します。 
 
Ｄ：データ出力開始行・・・データ出力開始行を設定します。初期値は６行目です。 
 
Ｅ：データ出力開始列・・・データ出力開始列を設定します。初期値は 1列目（Ａ列）です。 
 
Ｆ：ＭＡＸ行数・・・最大行数を設定します。この行を越えると次の列のデータ出力開始行に移動しま

す。 
 
Ｇ：Ｓｌｅｅｐ Ｔｉｍｅ・・・次のデータの収集にいくまでの遅延タイマーです。 
 （特に問題が無い場合は変更しないでください） 
 
 
 

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 
Ｄ 
Ｅ 
Ｆ 
Ｇ 



８．参考 
動作確認環境 
 ＤＯＳ／Ｖパソコン 
 Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰ  Home Edition  SarvicePack2 
 Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａ Ｈｏｍｅ Ｐｒｅｍｉｕｍ SarvicePack1 

 ＣＯＭポート付き 
 使用ポート：ＣＯＭ１又は 

シグマＡ・Ｐ・Ｏシステム販売株式会社製 
ＵＳＢ－ＲＳ２３２Ｃコンバータケーブル ＵＲＳ２３２－２を使用 
ＣＯＭポート：ＣＯＭ６ 
デジタルフォースゲージ：ＡＲＦ－２０ 
ＲＳ２３２Ｃ接続ケーブル：ＫＣ－２１０ 

ＣＯＭポート確認方法（ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合） 
マイコンピュータのアイコンの上で右クリック 
   ↓ 

プロパティをクリック 
 ↓ 

「ステムのプロパティ」ウインドが開きます。 
   ↓ 

「ハードウェア」のタブをクリック 
  ↓ 
「デバイスマネージャ」をクリック 
  ↓ 
下記の部分部をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ↓ 
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パソコンのＣＯＭポートに接続した場合は①（この場合 COM1） 
ＵＳＢ－ＲＳ２３２Ｃコンバータケーブル等を使用した場合は②（この場合 COM3） 
のポートの番号を設定の「Ｂ」利用するポートの番号に書き込みください。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

① 

② 


